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東日本大震災と働く人々のこころへの影響 
「これまで」の現状に学び、 

「これから」の課題を考える 

 
日  時  ：  ２０１１年 ５月３０日（月）   １３：００～１６：４５ 
会  場  ：  東京：投資育成ビル ８階 大会議室 

東京都渋谷区渋谷３－２９－２２ 
ＪＲ渋谷駅新南口（埼京線ホーム恵比寿寄り出口）より徒歩１分 

 

東日本大震災により、お亡くなりになられました方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災をされた皆様に

は心からお見舞い申し上げます。 

このたびの大地震、大津波、それに起因する原子力発電所の事故及び放射性物質の放出により、働く人々への影

響は、従来のメンタルヘルス活動の取り組みとは異なる面もあり、被災地域のみならず、企業や組織でメンタルヘルス

に取り組まれているご担当の皆様におかれましても、不安を感じていらっしゃるのではないかと拝察いたします。 

公益財団法人日本生産性本部メンタル・ヘルス研究所では、３０年来、「メンタル・ヘルス（心の健康）」への正しい理

解と認識を深め、個人と組織の健康づくりを目指すべく、調査研究活動などを通じ、産業界を中心に広く、その大切さを

訴え続けて参りました。 

皆様に最新かつ関心の高い情報を発信し、役立てていただくために、第一線で日々精力的に活動されている講師を

お招きし、「緊急メンタルヘルス・フォーラム」を開催することに致しました。 

「これまで」の状況を正しく知り、受け止め、そこから学び、「これから」の課題と取り組みを考える機会として、企業・

労働組合・自治体・健康保険組合のご担当の皆様に有意義な情報提供ができればと思っております。 

  要務ご多忙の折とは存じますが、趣旨をご理解賜り、ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 

  受 講 要 領 
＜対象＞                 ＜受講料＞   （税込．資料代含む） 

●人事、労務、厚生などの管理部門における 

メンタルヘルス推進ご担当者 

●労働組合におけるメンタルヘルス推進ご担当者 

●健康保険組合の役職員､保健事業ご担当者 
 

＜お申し込み＞ 
○ 受講証及び請求書は開催２週間前頃に派遣窓口宛に送付致します。 
○ 会場所在地についてはお申し込み後、受講証と共にお知らせ致しま

す。(渋谷駅近辺) 
○ お申込み後、ご都合で受講できなくなった場合は代理の方のご受講

をご検討下さい。 
○ 定員になり次第、受付を終了させていただきます。 
 

＜お問合わせ＞ （財）日本生産性本部 メンタル・ヘルス研究所 担当：田嶋(ﾀｼﾞﾏ）、篠原(ｼﾉﾊﾗ)、飯田(ｲｲﾀﾞ) 
   〒150-8307 東京都渋谷区渋谷３－１－１      ＴＥＬ（０３）３４０９－１１２８ ＦＡＸ（０３）３７９７－７２１４ 

生産性本部賛助会員 
メンタルヘルス利用会員 

官公庁、労働組合、健保組合 
５,０００円 

 
一   般 

 
７,０００円 

※ 日本生産性本部の活動にご協賛いただく賛助会員制

度、「メンタルヘルス利用会員」（JMI健康調査の実

施とは別に入会金をお支払い頂きます）の詳細につき

ましては、下記担当までお問い合わせ下さい。 



 

 

  プログラム  日程：2011 年５月３０日（月）13：00～16：45 
12:30～ 受  付  開  始 

13:00～14:00 

基調講演 

「東日本大震災とこころへの影響 ： これまでの災害支援との違いは何か」 
日本精神衛生学会では、1995 年の阪神・淡路大震災ではいちはやく無料電話相談を開設し、多く

の方々の心の支えとなりました。ＪＲ西日本の脱線事故などの事態にも対処し、人命救助に携わる消

防・救急関係者からも感謝されました。高塚講師より、これまでの様々な災害支援をリードされた貴重

な経験を踏まえ、こころの問題からみた東日本大震災について、お話いただきます。 

講師 ： 高塚 雄介 氏 （日本精神衛生学会 理事長） 

14:05～15:15 

講演 

「震災後のこころのケア ： 被災地域の特性を踏まえて」 
精神科医としての豊富なご経験と幅広い知見を持つ大西講師より、惨事ストレスの基礎的理解と

被災地域の特性に応じた対応の必要性をお話いただき、従来の企業内メンタルヘルス活動に加え

て留意すべき点、また従業員・職員を支援する医療専門スタッフや実務担当者に必要な支援などにつ

いても、ケアのポイントと課題を提示していただきます。 

講師 ： 大西 守 氏 （社団法人日本精神保健福祉連盟 常務理事） 

15:30～16:30 

実態報告 

「『心の相談緊急電話』からみえる心の声 ： 企業・組織として取り組むべき課題は何か」 
日本精神衛生学会では、災害発生時に精神的な問題に対応する緊急対応組織としてＭＣＲＴ（メン

タル・クライシス・レスポンス・チーム）を設置しています。ＭＣＲＴ担当の重村講師より、東日本大震災

に際し、日本臨床心理士会、東京臨床心理士会、日本電話相談学会の四団体で共同実施をした『心

の相談緊急電話』の概況を報告いただくとともに、そこからみえる企業･組織として今後想定される課題

についても提示いただきます。 

講師 ： 重村 朋子 氏 （日本精神衛生学会 ＭＣＲＴ担当理事） 

16:30～16:45 閉会挨拶、アンケート記入 
 

  参加申込書 
ＦＡＸ：（０３）３７９７－７２１４                               ２０１１年    月    日 

貴社名・貴団体名 区

分 
生産性本部賛助会員 

メンタルヘルス利用会員 
官公庁   労働組合   健保組合 

一  般 

所 在 地    〒 
             
            ＴＥＬ                                ＦＡＸ 

氏    名 所  属 ・ 役  職 
派  遣 

窓  口 
   

 ﾌ ﾘ ｶ  ゙ ﾅ 
 

受講者氏名 
 所

属
・ 

 

役
職 

 

 ﾌ ﾘ ｶ  ゙ ﾅ 
 

受講者氏名 
 所

属
・ 

 

役
職 

 

「個人情報の取扱について」をご覧いただき、個人情報提供にご同意いただける場合は所定欄にご記入下さい。 
＜個人情報の取扱について＞ 
・取得した個人情報は、当本部個人情報保護方針（http://www.jpc-net.jp/others/kojinjoho.html）に基づき、安全かつ厳密に管理いたします。 
・取得した個人情報は、案内状送付に関する事務連絡･手続きのみに使用し、他の目的には一切使用いたしません。 
・必要な個人情報をご提供いただけなかった場合は、案内状の送付に支障が出る場合がございます。 
・取得した個人情報を第三者に提供することはありません。ただし、当本部では案内状発送における業務に伴い個人情報を預託することがあります。 

預託先に対しては、契約等にて個人情報保護に関する監督を行っております。また、取得した個人情報は手続きが済み次第、当本部内において責任をもって廃棄します。 
・お客様は、当本部に対していつでも、当本部が有しているお客様の個人情報をお客様に開示するよう求めることができます。 

また開示の結果、当該個人情報に誤りがある場合は、お客様は当本部に対して当該個人情報の訂正または削除を要求することができます。 
＜個人情報に関する窓口＞ 公益財団法人日本生産性本部 総務部 個人情報保護担当窓口    
〒150-8307 東京都渋谷区渋谷３丁目１番１号 TEL：03-3409-1112 FAX：03-3409-1986  個人情報保護管理者 公益財団法人日本生産性本部 総務部長 


